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１． コラム「論点提起」： 子育てや如何 

 

第 9回 Japa フォーラム(2021/10/06)、そしてそのときの論点提起者が主催している「子育て関

連オンライン研修交流会」(2021/10/21)と、女性の子育てについて、考える機会が続いた。 

 

そこで明らかになったのは、女性にとって、「子育て」と「仕事」の両立を行うにあたっての課

題の多さ、広さ、根深さであった。それらの課題は、中曽根/土光臨調においてすでに論議され

ているとの指摘もあった。子育てのために、正規雇用のキャリアを諦める女性は少なくない。

「介護離職」もあるが、「子育て離職」もあるということだ。総人口減少・少子化問題、人手不

足問題を考えると、「女性/子育て問題」の重要性を再認識させられる。 

 

欧米においては、小さな頃からの教育も含めて、そうしたことに対する学び/対応が進んでおり、

子育て女性の働きやすい環境がつくられているとのことで、日本も学ぶべきことが多い。わが

国において、かって見られた 3 世代の家庭、隣近所による子供の面倒/見守りは今や見られな

い。多世代との接点の機会が薄れ、多世代との接し方を含め、社会的な躾の場がどこにもない。 

 

しかし、改めて考えるに、夫婦共働きが普通になり、シングルでの子育ても少なくない現在、

子育てと仕事の両立はもはや女性だけの問題ではないことは明白である。例えば、男性も育休

をとるし、保育園等の送り迎えも分担している。テレワークの働き方は、夫婦間で子育てに向

き合い、シェアする機会を増やした。欧米型に近づいてきていると云えるかもしれない。 

 

一方で、親と同居しない住まい方/暮らし方での子育ては、子育てのスキルもなく相談もできず

に悩む若い親が少なくないということである。孤立化を防ぎ、夫婦間/親子間のコミュニケーシ

ョンをどうとるか、自らもそうした悩みを持って育児をした経験を活かし、育児支援を起業し

てビジネス化した女性の話に納得する。その発想、仕組みづくり、行動力は素晴らしい。 

 

最近、シニア向けの認知症予防を目指した｢健康カフェ｣ https://tinyurl.com/ygo9dwvl が開

設された。然らば、子育てに悩む若い親が集い語らう「子育てカフェ」(子ども食堂の併設)の

ようなたまり場が有効ではないかというアイデアが Japa フォーラムの討議の中で出された。

子育てカフェは、例えば、空き家/寺社等を活用して運営すれば、コミュニティの多世代が集

まる場所としても成り立ち、これは地域/コミュニティで子育てを支援することになる。オン

ラインサロンを併設すれば、地域に関係なく、多様な専門職の支援が得られるかもしれない。 

 

先日、公園で孫が遊ぶのを見守っていたときに、孫と保育園が同じである車椅子の方の子供さ

んがターザンロープ遊びをしたがっていたので、ロープにしがみつけるように持ち上げてあげ

たことがあったが、そうした遊びの場で一緒に遊んであげる仕組みも必要かもしれない。 

 

独居高齢者世帯、子育て夫婦のみ世帯、ひとり親と子世帯が太宗の時代において、「自助」には

限界があり、コニュニティやソーシャルビジネスによる新たな形での「共助」が生まれつつあ

る。行政による「公助」もそうした動きに柔軟にあわせられるかが問われているが如何。 


